
 

 

令和元年６月 

 

各  位 

 

大阪商工会議所 

 

講演会（無料）のご案内 

「大阪・関西経済活性化に必要なモノは～カギを握るのは公民連携か？～」 

 このたび、大阪商工会議所 経済政策・法規委員会主催により、標記講演会を開催いたします。 

是非ご参加賜りますよう、ご案内申し上げます｡  

 

●下記参加申込書にて、７月１０日（水）までにファクシミリにてお申し込み下さい。 

●定員に達し次第、申し込みを締め切ります。 

【本件担当】大阪商工会議所 総務企画部 企画広報室 松村、西田（TEL：06－6944－6304） 

ＦＡＸ（０６）６９４４－６２５０（大阪商工会議所 総務企画部 松村行） 

 
貴社・団体名：                                      

 

お役職：                   ご芳名：                    

 

ＴＥＬ：                                   ＦＡＸ：                   

●ご記入いただいた情報は、大阪商工会議所で管理し本事業の事務業務に利用するとともに、本所からの各種連絡・情報提供に利用する

ほか、講師には参加者名簿として提供します。これらについては参加者ご本人に同意いただいたものとして取り扱わせていただきます。 

日 時：令和元年７月１７日（水）１４：３０－１６：００ 

 場 所：大阪商工会議所 ５階 ５０２号会議室（大阪市中央区本町橋２－８） 

 講 演：「大阪・関西経済活性化に必要なモノは～カギを握るのは公民連携か？～」 

      講師：株式会社EBPM研究所 代表取締役 林宜嗣氏（元関西学院大学教授） 

＜講師略歴＞1951年大阪市生まれ。1978年関西学院大学大学院修了後、関西学院大学経済学部に

就職、1988～2019年同教授。政府税制調査会委員、地方制度調査会委員、国土審議会

委員などの政府委員を歴任。今年4月に、科学的根拠に基づく政策形成（EBPM）支援

を行う政策シンクタンク「EBPM研究所」を立ち上げ。 

＜講演内容＞大阪・関西経済活性化のためには、民間企業が大阪・関西で活動しやすい環境整備を

行う必要がある。そのカギとなるのが、政府・自治体と民間企業の連携（公民連携）

ではないか。しかし、これまでの公民連携は、民間企業がその力を十分に発揮できる

ものとはなってこなかった。米国の先進事例も紹介しつつ、2025年大阪・関西万博な

どの具体例も交え、大阪・関西経済活性化のための公民連携のあり方を探る。 

 参加費：無料 

 定 員：６０名（予定） 

 


